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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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震
災
後
す
ぐ
に
、
せ
ん
だ
い
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
震
災

と
復
興
を
映
像
で
記
録
す
る
市
民
の

活
動
を
応
援
し
よ
う
と
、《
３
が
つ

11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン

タ
ー
》
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
将
来

の
世
代
が
思
い
が
け
な
い
困
難
に
直

面
し
た
と
き
に
、
官
製
の
、
あ
る
い

は
報
道
機
関
に
よ
る
公
式
の
記
録
と

は
ち
が
う
次
元
で
、
こ
ん
な
苦
労
や

戸
惑
い
、
そ
し
て
こ
ん
な
取
り
組
み

が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
と
伝
え
る
た
め

に
、
で
す
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
環
境
に

流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ
を
鉛
筆
の
よ
う
に

使
え
る
、
そ
ん
な
市
民
と
し
て
の
地

力
を
育
む
た
め
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
お
ま
か
せ
」
か
ら
「
ひ
き
う

け
」
へ
の
市
民
の
活
動
の
転
回
を
し

る
す
出
来
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
東
京
藝
大
の
卒
業
式
直
前
に
大
震

災
の
報
に
ふ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

卵
は
、
三
陸
海
岸
か
ら
仙
台
へ
と
救

援
の
旅
を
続
け
ま
し
た
。
や
が
て
陸

前
高
田
に
移
住
し
そ
の
住
民
と
な
っ

て
、
ひ
た
す
ら
被
災
地
の
声
を
聴き

き
、

映
像
と
言
葉
の
記
録
に
残
し
ま
し
た
。

数
年
を
経
て
、
た
め
ら
い
な
が
ら
も

お
ず
お
ず
と
表
現
を
再
開
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
長
い
過
程
が
こ
こ
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
底
知
れ
な
い
悲
し

み
と
、
被
災
地
の
人
た
ち
か
ら
授
か

っ
た
途
方
も
な
い
温
み
。
体
の
芯
に

ま
で
響
く
記
録
で
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
を
引
き
出
す
の
が

根
っ
か
ら
得
意
。
ゼ
ロ
か
ら
じ
り
じ

り
復
旧
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
も
し
ア

ー
ト
に
何
の
出
番
も
な
い
な
ら
、
ア

ー
ト
は
も
う
見
限
っ
て
い
い
と
の
覚

悟
を
、
私
は
そ
こ
に
見
ま
し
た
。

聴
き
な
が
ら
、
で
も
動
き
だ
す

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を

つ
く
ろ
う
！
」

瀬尾夏美／著
晶文社　刊

佐藤知久・甲斐賢治・
北野央／著
晶文社　刊

「
あ
わ
い
ゆ
く
こ
ろ
｜
陸
前
高
田
、

震
災
後
を
生
き
る
」

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
館
長   

鷲
田 

清
一

市政
トピックス

若
き
音
楽
家
の
競
演
―

仙
台
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
の
出
場
者
が
決
定

仙台市の人口（対前月増減数） 男：529,962人　女：559,159人　計1,089,121人（ｰ10)　514,989世帯（+65）   2月１日現在 　
　
市
中
心
部
に
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
を

　
　
　
―
第
１
回
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

市政
トピックス

市政
トピックス

貴
重
な
文
化
財
を
地
域

の
力
で
守
る
―
文
化
財

防
火
デ
ー

市政
トピックス

ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た

個
人
・
団
体
を
表
彰

市政
トピックス

札
幌
市
水
道
局
と
人
事

交
流
に
関
す
る
協
定
を

締
結

▼豊島英選手

▲張本美和選手

　
平
成
26
年
12
月
に
仙
台
市
震
災
復
興

メ
モ
リ
ア
ル
等
検
討
委
員
会
で
は
、
東

日
本
大
震
災
の
経
験
を
継
承
す
る
た
め
、

沿
岸
部
と
中
心
部
そ
れ
ぞ
れ
に
、
震
災

に
関
す
る
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
を
整
備
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
提
言
を
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は

平
成
27
年
度
に
沿
岸
部
の
拠
点
と
し
て

若
林
区
荒
井
に
「
せ
ん
だ
い
３
・
11
メ

モ
リ
ア
ル
交
流
館
」
を
開
館
。
そ
の
後
、

市
中
心
部
の
拠
点
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
１
月
30
日
に
は
、
新
た
に
設
置
し
た

中
心
部
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
拠
点
検
討
委

▼

委員会では、各委員の専門分野の視点
から、さまざまな意見が出されました

▲

せんだい
３.11メモリ
アル交流館

　
１
月
25
日
、
仙
台
市
水
道
局
は
札
幌

市
水
道
局
と
、「
災
害
時
相
互
応
援
強

化
に
係
る
人
事
交
流
に
関
す
る
協
定
」

員
会
の
第
１
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
た
な
検
討
委
員
会
は
、
研
究
者
や
専

門
家
な
ど
有
識
者
10
人
で
構
成
。
２
０

２
０
年
度
ま
で
に
、
中
心
部
メ
モ
リ
ア

ル
拠
点
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
基

本
構
想
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
初
会
合
で
は
、
今
後
の
メ
モ
リ
ア
ル

拠
点
の
在
り
方
に
つ
い
て
、「
東
北
の

被
災
地
の
中
心
的
な
都
市
で
あ
る
仙
台

の
役
割
を
果
た
せ
る
拠
点
に
」「
過
去

の
震
災
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
今
後

起
こ
る
災
害
と
共
に
生
き
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
を
発
信
で
き
れ
ば
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
野の

え家
啓

一
委
員
長
は
「
つ
く
っ
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
持
続
的
な
活
動
・
交
流
の
場
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
両
市
水
道
局
は
、
18
の
政
令
指
定
都

市
と
東
京
都
が
結
ぶ
「
19
大
都
市
水
道

局
災
害
相
互
応
援
に
関
す
る
覚
書
」
の

中
で
、
互
い
を
応
援
幹
事
都
市
に
設
定
。

一
方
の
都
市
で
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
も
う
一
方
の
都
市
が
状
況
把
握
、

国
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
の
中
心

的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
定
期
的
な
合
同
防
災
訓
練

な
ど
で
交
流
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
、
毎
年
職
員
を
相

互
に
１
人
ず
つ
派
遣
。
両
市
間
で
、
東

日
本
大
震
災
や
北
海
道
胆い
ぶ
り振
東
部
地
震

の
経
験
を
共
有
し
ま
す
。
ま
た
、
互
い

の
都
市
の
業
務
や
地
理
、
風
土
な
ど
へ

の
理
解
を
深
め
、
災
害
時
の
的
確
な
支

援
に
つ
な
げ
ま
す
。
全
国
で
頻
発
す
る

大
規
模
災
害
に
備
え
、
両
市
で
災
害
時

の
応
援
・
受
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実

や
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▲コンクールでは、仙台フィルハー
モニー管弦楽団との協奏曲も披露さ
れます

▲仙台市水道局本庁舎で行わ
れた協定締結式　

　
世
界
的
に
も
珍
し
い
、
協
奏
曲
を
課

題
曲
の
中
心
に
据
え
る
仙
台
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
。
若
い
音
楽
家
の
育
成
や
、

国
際
的
文
化
交
流
の
推
進
等
を
目
的
に
、

平
成
13
年
か
ら
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の

２
部
門
で
、
10
代
か
ら
20
代
の
出
場
者

に
よ
る
熱
演
を
、
世
界
的
に
著
名
な
音

楽
家
が
厳
正
に
審
査
し
ま
す
。

　
第
７
回
と
な
る
今
大
会
で
は
、
39
の

国
と
地
域
か
ら
４
６
７
人
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。
書
類
や
動
画
に
よ
る

予
備
審
査
の
結
果
、
ピ
ア
ノ
部
門
43
人
、

バ
イ
オ
リ
ン
部
門
41
人
、
計
84
人
が
本

選
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
部
門
は
５
月
25
日
㈯
、
バ
イ

オ
リ
ン
部
門
は
６
月
15
日
㈯
か
ら
予
選
、

セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
期
間

中
、
審
査
委
員
に
よ
る
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
や
、
出
場
者
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

　
１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、

昭
和
24
年
に
奈
良
県
の
法
隆
寺
金
堂
の

壁
画
が
、
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
に
よ

り
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
日
を

中
心
に
、
全
国
で
消
防
訓
練
等
の
文
化

財
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
台
市
内
で
も
、
大
崎
八
幡
宮
や
賀

茂
神
社
な

ど
11
カ
所

で
消
防
訓

練
を
実
施
。

町
内
会
や

婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が

参
加
し
、

通
報
訓
練
、

文
化
財
等
の
搬
出
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
水
消
火
器
と
水
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
で
は
、
参
加
者

同
士
で
声
を
掛
け
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
地
域
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
残
せ

る
よ
う
、
火
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
、

地
域
全
体
で
確
認
す
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
２
月
５
日
、「
仙
台
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
１
年
間
に
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
や
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
大
賞
は
、
団
体
の
部
で
は
、
天
皇
杯

第
46
回
日
本
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
大
会
10
連

覇
を
達
成
し
た
宮
城
Ｍマ
ッ
ク
ス

Ａ
Ｘ
が
受
賞
。

個
人
の
部
で
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド

ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
史
上

最
年
少
優
勝
を
果
た
し
た
、
卓
球
の
張は
り

本も
と

智と
も

和か
ず

選
手
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
宮
城
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
豊
島
英あ
き
ら

選
手
は
「
こ

の
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
精
進
し
て
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｆ
ジ
ュ

ニ
ア
サ
ー
キ
ッ
ト
・
中
国
大
会
で
優
勝

し
、
個
人
の
部
で
栄
光
賞
を
受
賞
し
た

卓
球
の
張
本
美
和
選
手
は
「
世
界
を
代

表
す
る
選
手
に
な
り
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
栄

光
賞
、
優
秀
賞
、
奨
励
賞
、
功
労
賞
を

全
83
組
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

▲賀茂神社での消防訓練


